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第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
駐
留
軍
用
地
等
内
の
土
地
の
取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
措
置

第
三
章
中
第
十
二
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
の
取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
措
置

第
十
二
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

駐
留
軍
用
地
跡
地
内
の
土
地
の
取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
措
置

（
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
）

第
十
八
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
沖
縄
県
知
事
の
申
出
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
返
還
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
特
定
駐
留
軍
用
地
で
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
土
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
跡
地
の
利
用
の
推
進
に
必
要
な
公
共
用

地
を
確
保
す
る
た
め
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
公
有
地
の
計
画
的
な
拡
大
が
引
き
続
き
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
特

定
駐
留
軍
用
地
跡
地
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

沖
縄
県
知
事
は
、
前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
市
町
村
の
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
を
指
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
は
、
当
該
指
定
を
受
け
た
土
地
が
特
定
駐
留
軍
用
地
で
な
く
な
っ
た
時
か
ら
、
そ

の
効
力
を
生
ず
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
情
勢
の
推
移
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
沖
縄
県
知
事
の
申
出
に
基
づ
き
、遅
滞
な
く
、

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
解
除
し
、
又
は
そ
の
区
域
を
縮
小
す
る
も
の
と
す
る
。

６

内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
内
の
全
て
の
土
地
が
当
該
土
地
の
所
有
者
等
に
引
き
渡
さ
れ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
、
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
も
の
と
す
る
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
一
の
特
定
駐
留
軍
用
地
が
段
階
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
返
還
さ
れ
る
場
合
に
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
の
特
定
駐
留
軍
用
地
の
全
部
の
区
域
が
返
還
さ
れ
る
ま
で
の
間
（
返
還
さ
れ
た
区

域
に
係
る
土
地
が
段
階
的
に
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
を
受
け
た
全

て
の
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
内
の
全
て
の
土
地
が
当
該
土
地
の
所
有
者
等
に
引
き
渡
さ
れ
る
時
又
は
当
該
一
の
特
定

駐
留
軍
用
地
の
全
部
の
区
域
が
返
還
さ
れ
る
時
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
ま
で
の
間
）
は
、
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指

定
の
解
除
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
の
解
除
及
び
そ
の
区
域
の

縮
小
に
つ
い
て
、
第
三
項
の
規
定
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
特
定
駐
留
軍
用
地
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
十
八
条
の
三

第
十
三
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
当
該
特
定
駐
留
軍
用
地
の
返
還
後
の
跡
地
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
駐
留

軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
土
地
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
か
つ
、」と
あ
る
の
は
「
か
つ
、
特
定
駐
留
軍
用

地
跡
地
で
な
く
な
っ
た
土
地
（
」
と
、「
土
地
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
に
限
る
。）」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
事

業
の
見
通
し
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
の
見
通
し
と
み
な

す
。

３

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

４

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
出
は
、
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
出
と
み
な
す
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
受
け
た
都
道
府
県
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
半
島
振
興
計
画
を
変
更
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
当
該
提
案
を
し
た
半
島
地
域
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

半
島
振
興
計
画
を
変
更
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

半
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
号

半
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
法
律
は
」
の
下
に
「
、
国
土
の
保
全
、
多
様
な
文
化
の
継
承
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
機
会
の

提
供
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
等
我
が
国
及
び
国
民
の
利
益
の
保
護
及
び
増
進
に
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
国

土
の
多
様
性
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
半
島
地
域（
架
橋
等
に
よ
り
本
土
と
の
陸
上
交
通
が
確
保
さ
れ
た
島
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）
が
」
を
加
え
、「
半
島
地
域
（
架
橋
等
に
よ
り
本
土
と
の
陸
上
交
通
が
確
保
さ
れ
た
島
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）に
つ
い
て
」
を
「
こ
と
に
鑑
み
、
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
力
を
促
進
し
つ
つ
」
に
、「
及
び
地
域
住
民
」
を

「
、
地
域
住
民
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
半
島
地
域
に
お
け
る
定
住
の
促
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
、「
都
道
府
県
知
事
」

を
「
都
道
府
県
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
」
に
、「
関
係
市
町
村
長
」
を
「
関
係

市
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
国
土
交
通
大

臣
、
総
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
関
係
都
道
府
県
知
事
」
を
「
関
係
都
道
府
県
」
に
、「
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
農
林
水

産
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
」
を
「
主

務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
」
に
、「
関
係
市
町
村
長
」
を「
関
係
市
町
村
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
」
に
、「
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大

臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
（
以
下
「
半
島
地
域
市
町
村
」
と
い
う
。）は
、
単
独
で
又

は
共
同
し
て
、
関
係
都
道
府
県
に
対
し
、
半
島
振
興
計
画
の
変
更
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
提
案
に
係
る
半
島
振
興
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
定
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
通
知
そ
の
他
の
行
為

は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
通
知
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
七
条
」
の
下
に「（
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
及
び
「
第
十
八
条
」
の
下
に「（
第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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